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	 工事用車両が干潟に入らないようにするため、資機材の搬入は水上輸送を基本とした。橋桁の架設は、河川から台船による大ブロック一括架設と送り出し架設工法を組み合わせた。
	 河川内に構築する作業構台の規模を可能な限り小さくして、干潟部の改変面積を極力減らした。
	 路面排水を干潟上に排水しないよう、橋面上に設置した排水溝により両岸まで導水した。
	 トビハゼが繁殖行動を行い稚仔魚が成長する盛期である6月から9月を避けて橋脚等の建設を行った。
	 橋脚工事時の杭打設音・振動を小さく抑えるために、中掘圧入工法で施工した。
	 両岸にある干潟部を極力避けた橋脚配置をした。
	 工事用車両が干潟に入らないようにするため、資機材の搬入は水上輸送を基本とした。橋桁の架設は、河川から台船による大ブロック一括架設と送り出し架設工法を組み合わせた。
	 アーチ構造としないことや橋桁を薄くすることで可能な限り鳥類の飛来を阻害しないように配慮した橋桁を薄くすることで可能な限り鳥類の飛来を阻害しないように配慮した。
	 橋桁の軽量化を図り、橋脚を最小化して干潟への影響を極力減らした。
	 動物の生息環境への影響を極力低減するため、必要以上に明るくせず、河川（干潟）への漏出光を抑えるよう後方遮光ルーバーを設置した。動物の生息環境への影響を極力低減するため、必要以上に明るくせず周辺漏出光を抑えた。
	 橋脚工事時の杭打設音・振動を小さく抑えるために、中掘圧入工法で施工した。

